




















































































































（14）a. 図鑑の間にお金が 1 万円ある。








（15）a. 太郎はお金が｛＊ 100 円／？ 1 億円｝ある。
（56）
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（７）a. 試験前に時間が 15 分ある。









（18）a. ？太郎は時間が 1 時間ある。
b. ？太郎は 1 時間ある。
どちらも文の成立が危うい。そこで、修飾語句を付加し時間を限定すると以下
のように「～に～が～ある」は成立するが、ガ格名詞句の省略は難しい。
（19）a. 私には残された時間がまだ 3 年ある。
「～が数量詞ある」文の考察
（57）









（９）a. ？卒業までに時間が 3 か月ある。












（20）a. 私には姉が 2 人ある。
b. ＊私には 2 人ある
（21）a. 彼は部下が 1 人あった。



















（22）a. この猫は体重が 5 キロある。
b. この猫は 5 キロある。
（23）a. 温泉は湯温が 43 度ある。











（24）a. 太郎は身長が 180 センチある。

































（３）a. 私は視力が 2.0 ある。
b. ＊私は 2.0 ある。
（４）a. 兄は IQ が 200 ある。























































































































































きる。(39) ～（40）と（42）～（46）a と注にある例は BCCWJ からの実例である。
4.3.1. 身体部分―腕―







また、数量詞という観点で見てみると、この「腕」は 1 本、2 本と数えられるよ
うなものではない。
（41）a. 鈴木シェフは腕がある。
b. ＊鈴木シェフは腕が 2 本ある。
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